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HDD価格¢
1～3月大口　パソコン

ウナギの稚魚高騰
国産卸値、平年比3倍

←→－鵬

3年連続不漁で

東北の供給体制整う

値上げ交渉、長期戦に
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同
値
に
決
ま
っ
た
。

‖
年
1
0
～
1
2
月
の
価
格
交

ー
・
⊥
ヱ
し
7
．
．
7
一
ノ
ブ
∠
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稼
働
停
止
や
減
産
が
相
次
い

だ
。
メ
ー
カ
ー
と
需
要
家
は

タ
イ
洪
水
の
影
響
で
昨
年
1
0
～
1
2
月
の
世

界
出
荷
量
は
前
期
比
3
割
減
の
見
通
し

一
篭
声
コ
k
ナ
ト
ト
　
∠
「
亡
・
一
ト
．
い
ち
一
．
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⊥
l
・
し
】
‘
l
し

た
フ
ル
稼
働
時
期
を
2
月
に

前
倒
し
す
る
。
だ
が
メ
ー
カ

ー
に
は
「
1
～
3
月
の
出
荷

は
当
初
予
測
を
下
回
り
そ

う
」
と
の
声
が
多
く
、
供
給

が
洪
水
前
に
戻
る
の
は
7
～

9
月
以
降
の
見
通
し
だ
。

調
査
会
社
の
テ
ク
ノ
・
シ

ス
テ
ム
・
リ
サ
ー
チ
（
東
京

・
千
代
田
）
は
世
界
の
H
D

D
出
荷
量
を
集
計
中
だ
が
、

‖
年
1
0
～
1
2
月
は
1
億
2
2

0
0
万
台
と
前
期
比
3
割
減
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仙
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仙
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彰
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場
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翻
弄
後
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穿
影

C
重
油
、
4
～
5
％
値
上
げ

引
凱
鮎
朋
J
X
エ
ネ
、
原
油
高
反
映

石
油
元
売
り
最
大
手
の
J

X
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

2
4
日
、
火
力
発
電
や
ボ
イ
ラ

ー
に
使
う
C
重
油
の
1
～
3

月
の
取
引
価
格
を
3
四
半
期

ぶ
り
に
引
き
上
げ
る
と
表
明

し
た
。
原
油
高
で
前
期
（
2

0
1
1
年
1
0
～
1
2
月
）
比
4

～
5
％
値
上
げ
す
る
。
実
現

す
れ
ば
電
力
会
社
な
ど
に
は

コ
ス
ト
増
に
な
る
。

発
電
用
の
低
硫
黄
C
重
油

（
硫
黄
分
0
・
3
％
）
を
1

㌔
ト
り
机
6
万
9
8
2
0
円
と
5

・
2
％
引
き
上
げ
る
。
ボ
イ

ラ
ー
燃
料
に
使
う
高
硫
黄
C

重
油
（
硫
黄
分
3
％
）
は
同

6
万
1
6
5
0
円
と
4
・
5

％
引
き
上
げ
る
。
同
社
と
大

口
需
要
家
の
交
渉
結
果
は
国

内
価
格
の
指
標
と
な
る
。

‖
年
1
2
月
～
1
2
年
2
月
の

相
違
為
替
レ
ー
ト
や
原
油
相

場
か
ら
決
め
た
。
低
硫
黄
の

重
油
を
多
く
精
製
で
き
る
南

方
原
油
な
ど
は
1
祀
1
2
2

・
9
㌦
と
‖
年
9
～
日
月
比

5
・
7
％
上
昇
す
る
と
み
て

い
る
。
円
高
の
一
服
も
加
味

し
た
。
原
油
相
場
な
ど
に
よ

っ
て
決
着
価
格
は
変
動
す
る

可
能
性
も
あ
る
。

原
子
力
発
電
所
の
稼
働
停

止
や
気
温
の
低
下
を
受
け
、

重
油
の
需
要
は
急
増
し
て
い

る
。
東
京
電
力
の
昨
年
1
2
月

の
重
油
消
費
量
は
前
年
同
月

の
3
．
2
倍
だ
。
原
発
の
再

稼
働
が
な
け
れ
ば
、
重
油
の

需
要
拡
大
は
続
く
と
み
ら
れ

る。
重
油
を
増
産
す
れ
ば
余
剰

気
味
な
ガ
ソ
リ
ン
の
生
産
も

増
え
る
た
め
、
元
売
り
は
「
不

足
分
は
輸
入
で
補
う
」
　
（
出

光
興
産
）
方
針
だ
。
た
だ
韓

国
で
も
重
油
需
要
は
旺
盛

で
、
日
本
の
輸
入
価
格
は
上

昇
し
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報
会
社
の
リ
ム
情
報
開
発

（
東
京
・
中
央
）
に
よ
る
と
、

低
硫
黄
重
油
の
日
本
着
価
格

は
1
㌦
8
6
4
・
5
㌦
（
中

心
値
）
と
前
年
同
期
比
4
割

高い。
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叩
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ヽ
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．
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ノ
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り
、
メ
ー
カ
ー
の
交
渉
力
は

強
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。

H
D
D
の
品
薄
は
パ
ソ
コ

ン
生
産
の
制
約
と
な
り
電
子

、

1

．

．

▼

ノ

一

■

ノ

　

　

■

■

　

●

　

l

一

二

一

イ
ブ
（
S
S
D
）
が
値
下
が

り
し
て
い
る
。
1
～
3
月
の

大
口
取
引
価
格
は
昨
年
1
0
～

1
2
月
比
で
最
大
2
割
安
い
。

（
し
く
L
r
⊥
卜
M
－
ノ
二
ノ
、
ヽ
、
ノ
　
二
　
）
／

モ
リ
ー
を
基
幹
部
材
に
使

い
、
東
芝
や
米
イ
ン
テ
ル
が

手
掛
け
る
。
パ
ソ
コ
ン
に
搭

載
す
る
と
起
動
速
度
が
上
が

∈
【
ヨ
1
√
‘
一
ゝ
し
　
ガ
ト
u
ロ
ト
“
一
j
r
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〓
し

～
1
7
0
㌦
前
後
の
取
引
が

多
い
。
1
㌔
げ
あ
た
り
単
価

は
H
D
D
の
1
0
～
1
2
倍
だ

が
、
量
産
や
N
A
N
D
の
値

ウ
ナ
ギ
の
稚
魚
、
シ
ラ
ス
ウ

ナ
ギ
が
高
騰
し
て
い
る
。
国
産

の
養
殖
業
者
向
け
の
卸
値
は
前

年
の
2
倍
近
い
。
平
年
比
で
は

3
倍
近
く
に
跳
ね
上
が
っ
た
。

漁
の
最
盛
期
を
迎
え
て
も
水
揚

げ
が
振
る
わ
ず
、
3
年
連
続
の

不
漁
に
陥
っ
た
た
め
だ
。
今
夏

も
か
ば
焼
き
な
ど
の
値
段
が
上

が
り
そ
う
だ
。

静
岡
県
産
と
鹿
児
島
県
産
は

1
㌔
約
1
0
0
万
円
、
徳
島
県

産
は
約
1
2
0
万
円
。
養
殖
業

者
の
採
算
が
合
う
水
準
は
5
0
万

円
前
後
と
さ
れ
、
鹿
児
島
県
の

今
夏
も
か
ば
焼
き
な
ど
の
値
段
が

上
が
り
そ
う
だ

業
者
は
「
養
殖
産
業
が
成
り
立

た
な
く
な
っ
て
い
る
」
と
嘆
く
。

中
国
な
ど
の
外
国
産
は
約
2
1

0
万
円
と
異
常
な
高
値
だ
。

昨
年
1
2
月
か
ら
漁
が
本
格
化

し
た
愛
知
県
で
は
1
月
5
日
ま

で
の
水
揚
げ
が
8
0
0
㌔
と
平

年
比
6
割
少
な
い
。
原
因
は
不

明
だ
が
、
水
産
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
増
養
殖
研
究
所
（
三
重
県

南
伊
勢
町
）
の
田
中
秀
樹
グ
ル

ー
プ
長
は
「
河
口
堰
（
ぜ
き
）

な
ど
の
開
発
で
生
息
域
が
減
っ

た
可
能
性
が
あ
る
」
と
語
る
。

都
内
の
量
販
店
で
は
国
産
か

ば
焼
き
が
1
匹
1
2
8
0
～
1

6
8
0
円
と
前
年
比
3
割
高
い

価
格
で
並
ぶ
。
福
岡
県
の
ウ
ナ

ギ
料
理
店
の
店
主
は
「
不
当
に

値
段
が
つ
り
上
げ
ら
れ
て
お
り

料
理
店
に
し
わ
寄
せ
が
来
る
」

と
話
す
。

天
然
ゴ
ム
、
3
ヵ
月
ぶ
り
高
値
国
際
価
格

自
動
車
タ
イ
ヤ
に
使
う
天

然
ゴ
ム
の
国
際
価
格
が
上
昇

し
て
い
る
。
桔
梗
と
な
る
東

京
工
業
品
取
引
所
の
先
物

（
R
S
S
3
号
、
期
先
）
は

1
㌔
3
1
5
円
台
と
3
カ
月

ぶ
り
の
高
値
。
主
産
国
の
タ

イ
が
減
産
期
に
入
る
う
え
、

同
国
政
府
が
価
格
維
持
政
策

を
打
ち
出
し
た
と
の
観
測
が

伝
わ
り
、
買
い
が
増
え
た
。

タ
イ
の
洪
水
で
タ
イ
ヤ
の

生
産
が
落
ち
込
む
と
の
見
方

か
ら
天
然
ゴ
ム
は
年
初
ま
で

安
値
が
続
い
た
。
だ
が
同
国

政
府
が
余
剰
分
を
市
場
か
ら

1
㌔
1
2
0
叶
で
買
い
上
げ

る
と
の
情
報
が
伝
わ
り
、
需

要
減
退
懸
念
は
薄
れ
た
。

タ
イ
は
2
月
末
ご
ろ
か
ら

乾
期
に
入
り
天
然
ゴ
ム
の
樹

液
が
減
る
。
「
供
給
減
が
見

込
ま
れ
る
中
で
投
資
家
は
強

材
料
に
反
応
し
や
す
い
」
（
U

H
G
の
星
野
慎
二
執
行
役

員
）
。
今
後
は
中
国
で
旧
正

月
（
春
節
）
明
け
に
手
当
て

東
日
本
大
震
災
か
ら
川
カ
月

あ
ま
り
。
東
北
地
方
で
は
太
平

洋
セ
メ
ン
ト
な
ど
の
生
産
・
物

流
拠
点
が
復
旧
し
て
供
給
が
正

常
化
す
る
t
方
、
需
要
は
緩
や

か
な
回
復
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
セ
メ
ン
ト
業
界
で
は
原
燃

料
高
の
転
嫁
が
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
メ
ー
カ
ー
各
社
は
す
で

に
東
北
で
も
8
～
1
0
％
の
値
上

げ
を
表
明
済
み
だ
。
交
渉
の
行

方
は
復
興
の
動
向
に
も
左
石
さ

れ
そ
う
だ
。

「
セ
メ
ン
ト
の
出
荷
再
開
が

復
興
の
大
き
な
一
歩
と
な
っ
て

ほ
し
い
」
。
太
平
洋
沿
海
汽
船

（
東
京
・
千
代
田
）
の
岩
崎
正

幸
船
長
は
昨
年
1
2
月
、
岩
手
県

大
船
渡
港
の
船
内
で
出
航
前
に

強
調
し
た
。
岩
崎
船
長
は
太
平

が
れ
き
処
理
と
復
旧
作
業
が
続
く
太
平
洋

セ
メ
ン
ト
の
大
船
渡
工
場
（
岩
手
県
大
船

渡市）

セ
メ
ン
ト
、
復
興
需
要
じ
わ
り

洋
セ
メ
ン
ト
が
大
船
渡
工
場
か
場
で
は
昨
年
6
月
か
ら
周
辺
の
量
5
0
0
㌦
の
処
理
が
目
標
」

ら
の
出
荷
を
再
開
す
る
際
、
第
が
れ
き
処
理
を
受
け
入
れ
、
塩
　
（
安
藤
国
弘
工
場
長
）
。
既
に

1
便
の
操
船
を
志
願
し
た
。
　
分
な
ど
を
取
り
除
い
て
セ
メ
ン
設
備
2
基
の
う
ち
1
基
が
復
旧

震
災
で
被
害
を
受
け
た
同
工
卜
の
原
料
に
し
て
い
る
。
「
目
し
て
お
り
、
今
年
6
月
に
は
残

る
1
基
も
稼
働
し
、
処
理
量
は

数
百
㌦
増
え
る
見
通
し
だ
。

東
北
の
セ
メ
ン
ト
販
売
は
昨

夏
以
降
、
前
年
同
月
比
6
～
8

％
増
の
ペ
ー
ス
に
回
復
し
た
。

年
間
2
0
0
万
㌦
と
さ
れ
る
復

興
需
要
が
本
格
化
す
れ
ば
5
0
～

6
0
％
の
伸
び
が
見
込
め
る
。

原
料
費
や
物
流
費
の
上
昇
を

受
け
、
セ
メ
ン
ト
各
社
は
東
北

の
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ー
カ
ー

な
ど
と
昨
年
1
0
月
出
荷
分
か
ら

お
お
む
ね
1
㌦
千
円
（
8
～
1
0

％
）
の
値
上
げ
交
渉
を
進
め
て

い
る
。
震
災
直
後
は
値
上
げ
ど

こ
ろ
で
な
か
っ
た
が
、
需
要
家

の
資
金
繰
り
が
改
善
す
れ
ば
交

渉
が
進
む
可
能
性
も
あ
る
。

だ
が
、
復
興
に
は
大
量
の
が

れ
き
撤
去
が
立
ち
は
だ
か
る
。

被
災
3
県
で
推
定
2
3
0
0
万

㌦
に
達
し
、
高
さ
5
～
1
0
㍍
の

木
材
や
金
属
片
が
堤
防
の
よ
う

に
連
な
る
。
放
射
性
物
質
の
懸

念
か
ら
自
治
体
の
受
け
入
れ
は

減
り
、
セ
メ
ン
ト
各
社
な
ど
が

少
し
ず
つ
処
理
し
て
い
る
。

現
時
点
の
復
興
需
要
は
緊
急

性
の
高
い
防
波
境
、
原
子
力
発

電
所
関
連
が
中
心
だ
。
警
戒
区

域
の
作
業
拠
点
「
1
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
」
　
（
福
島
県
楢
葉
町
）
の
近

く
に
あ
る
生
コ
ン
工
場
で
は
月

間
約
2
千
立
方
㍍
を
福
島
第
1

原
発
に
輸
送
。
放
射
線
や
漏
水

へ
の
対
策
と
し
て
周
囲
を
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
固
め
て
い
る
。

国
土
交
通
省
に
よ
る
と
2
0

1
1
年
度
の
国
の
復
興
関
連
予

算
の
う
ち
建
設
投
資
は
約
4
兆

8
7
0
0
億
円
。
た
だ
沿
岸
部

の
高
台
へ
の
移
転
な
ど
は
住
民

の
合
意
形
成
に
時
間
が
か
か

り
、
年
度
末
ま
で
に
発
注
で
き

な
い
案
件
も
出
そ
う
だ
。

全
国
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業

組
合
連
合
会
（
垂
只
・
中
央
）

の
阿
部
典
夫
会
長
は
「
平
地
の

少
な
い
岩
手
県
釜
石
市
な
ど
で

は
住
宅
地
の
造
成
に
時
間
が
か

か
る
」
と
話
す
。
工
事
職
人
の

不
足
で
公
共
事
業
の
発
注
は
滞

り
が
ち
だ
。
復
興
需
要
の
本
格

化
が
遅
れ
れ
ば
、
値
上
げ
交
渉

は
さ
ら
に
長
期
戦
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
。

が
活
発
に
な
り
「
一
段
高
が

見
込
ま
れ
る
」
　
（
フ
ジ
ト
ミ

の
斎
藤
和
彦
チ
ー
フ
ア
ナ
リ

ス
ト
）
と
の
声
も
あ
る
。

コ
ン
テ
ナ
輸
送

昨
年
は
1
・
2
％
減

ア
ジ
ア
発
米
国
向
け

米
国
系
調
査
会
社
ゼ
ポ
が

ま
と
め
た
2
0
1
1
年
の
ア

ジ
ア
（
1
0
カ
国
・
地
域
対
象
）

発
米
国
向
け
の
コ
ン
テ
ナ
輸

送
量
は
1
2
8
9
万
T
E
U

（
2
0
け
H
コ
ン
テ
ナ
換
算
）
と

前
年
比
1
・
2
％
減
っ
た
。

減
少
は
2
年
ぶ
り
と
な
る
。

輸
出
国
別
で
は
全
体
の
7

割
を
占
め
る
中
国
が
1
・
6

％
減
の
8
6
8
万
T
E
U
。

家
具
や
衣
類
、
家
電
が
鈍
っ

た
。
日
本
発
は
1
・
3
％
増

の
6
5
万
T
E
U
だ
っ
た
。

欧
州
向
け
も
低
調
だ
。
英

調
査
会
社
コ
ン
テ
ナ
・
ト
レ

ー
ド
・
ス
タ
テ
ィ
ス
テ
ィ
ク

ス
に
よ
る
と
昨
年
日
月
の
輸

送
量
は
前
年
同
月
比
5
・
3

％
減
の
1
0
4
万
T
E
U
と

2
カ
月
ぶ
り
に
減
っ
た
。


